
日本史授業プリント文化６(035) 鎌倉文化（１） 

 

新しい仏教 

背景 ①社会不安←内乱・外圧・飢饉    ②旧仏教の堕落(勢力は強大 <例>興福寺、)        

      ③武士・庶民の台頭  <例> 各地に多数の板碑
いたび

・五輪塔                                

特徴 簡単な行い(易行
いぎょう

)を一つだけ選んで(選択
せんじゃく

)それに専念する(専修
せんじゅ

)  

［Ａ］念仏系  …１天台宗から(日本で)発展 

①２法然  (源空)…美作国の武士出身 

    "３専修
せんじゅ

念仏"(ひたすら念仏＝「４南無阿弥陀仏」を唱えることで救われる)・５他力本願を主張 

     →混乱・旧仏教からの批判 →讃岐へ流罪・専修念仏禁止[1207：承元の法難] 

    【主著】『６選択
せんじゃく

本願念仏集』    【宗派】７浄土宗  [1175]  総本山：８知恩院(京都) 

②９親鸞  …貴族出身  法然の弟子  1207．越後へ流罪  妻は恵信尼 

    ・一度信心を起こして念仏すれば往生が決定する 

    ・10悪人正機説     …煩悩の深い人間こそが救われる ←『11歎異抄
たんにしょう

』(弟子12唯円著) 

【主著】『13教
きょう

行
ぎょう

信証』 【宗派】14浄土真宗(15一向宗   )[1224]  総本山：16本願寺(京都) 

③17一遍  (智真)…伊予国の豪族出身  仲間(時衆)とともに諸国を遍歴→"遊行
ゆぎょう

上人" 

    ・信心の有無・善人悪人の別なく往生は決定  →「南無阿弥陀仏」の札(18念仏札)を配る 

    ・神社信仰(伊勢・熊野など)の利用 19踊念仏   (念仏踊)の普及 ※絵巻物『20一遍上人絵伝』 

    【主著】なし(『21一遍上人語録』)  【宗派】22時宗  [1274]  総本山：清浄光寺
しょうじょうこうじ

(神奈川) 

［Ｂ］禅宗系…23宋から輸入  "24自力本願" 

①25栄西  …備中の豪族出身  初めて 26茶を伝える(『27喫茶養生記    』) 

    ・28坐禅を組んで29公案(師から示される問題)を解決→悟り  30公案重視 

    ・権力者に接近→幕府の保護      ・密教の祈とうにも優れる 

    【主著】『31興禅護国論   』    【宗派】32臨済宗  [1191]  総本山：33建仁寺(京都) 

  ☆鎌倉後期には、南宋・元より禅僧の渡来 

    34蘭溪道隆     1249来日  →35北条時頼が帰依  36建長  寺を開く 

    37無学祖元          1279来日  →38北条時宗が帰依  39円覚  寺を開く 

    他に兀庵普寧
ごったんふねい

(1260来日)、一山一寧
いっさんいちねい

(1299来日、夢窓疎石・虎関師練の師) 

②40道元  …貴族出身 栄西の孫弟子 

  ・"41只管打坐
し か ん た ざ

"…42公案よりも43坐禅を重視  ・権力者から離れる  ・地方武士の帰依 

    【主著】『44正法眼蔵
しょうぼうげんぞう

』    【宗派】45曹洞  宗[1227]  総本山：46永平  寺(福井) 

    ※弟子懐奘
えじょう

の『正法眼蔵随聞記』 

３年   組   番            . 



［Ｃ］題目系  …47天台宗から(日本で)発展 

③48日蓮  …安房国の漁村出身 

   ・49法華経の重視…50題目   (＝｢51南無妙法蓮華経｣)を唱える→現世が仏国土に 

   ・他宗排撃、辻説法 など  →他宗からの迫害、幕府の弾圧 

       <例> 四箇格言「念仏無間、禅天魔、真言亡国、律国賊」 

  【主著】『52立正
りっしょう

安国論   』    【宗派】53法華  宗(54日蓮宗)[1253]  総本山：55久遠
くおん

寺 

        内乱や他国の侵略を警告 56北条時頼に提出                (山梨) 

旧仏教の革新  ☆57戒律の重視など 民衆の救済 新仏教(法然・親鸞・日蓮ら)との対立 

［Ｄ］58法然批判 59貞慶
じょうけい

  (解脱
げだつ

上人)…60法相宗再興 笠置寺(山城) 『興福寺奏状』(法然批判)を起草 

61高弁  (明恵
みょうえ

上人)…62華厳宗再興  63高山寺(京都栂尾
とがのお

) 『64摧邪輪
さいじゃりん

』(念仏反対論) 

［Ｅ］65律宗僧の 66俊 芿
しゅんじょう

(我禅)…泉涌寺
せんにゅうじ

(京都)  朱子学を伝える      

          活躍   67叡尊
えいそん

(思円)…68西大寺再興  真言宗を取り入れる(69真言律宗) 社会事業 

                70忍性  (良観)…叡尊の弟子  71鎌倉極楽寺  社会事業(架橋・救民など) 

                                72北山十八間戸   (らい病患者救済施設：奈良) 

☆鎌倉仏教の流れ(活躍時期) 

 旧仏教 禅宗系 念仏系 題目系 

①源平内乱期 貞慶 高弁 栄西 法然  

②承久の乱期 俊芿 道元 親鸞  

③元寇前後 叡尊 忍性 蘭渓道隆 無学祖元 一遍 日蓮 

神道 …神仏習合の理論化が進む 

 73本地
ほんじ

垂迹
すいじゃく

説（→中世３）…神に対して仏が優位 <例> 山王神道(天台宗系)、両部神道(真言宗系) 

  74反
はん

本地
ほんじ

垂迹
すいじゃく

説…仏に対して神を優位に  ※元寇の影響 

    <例>75伊勢神道(76度会
わたらい

神道)…77度会家行    (伊勢外宮
げくう

の神官、『類聚神祇本源
るいしゅうじんぎほんげん

』) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正誤問題練習 <大学入試センター2019年Ｂ追試験>   

Ｘ．貞慶は，戒律を尊重しながら南都仏教の興隆につとめた。○ 

Ｙ．親鸞は布教に際して，題目を唱えることで救済されると説いた。✕ 
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背景 ①社会不安←内乱・外圧・飢饉    ②旧仏教の堕落(勢力は強大 <例>興福寺、)        

      ③武士・庶民の台頭  <例> 各地に多数の板碑
いたび

・五輪塔                                

特徴 簡単な行い(易行
いぎょう

)を一つだけ選んで(選択
せんじゃく

)それに専念する(専修
せんじゅ

)  

［Ａ］念仏系  …１天台宗から(日本で)発展 

①２法然  (源空)…美作国の武士出身 
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せんじゅ

念仏"(ひたすら念仏＝「４南無阿弥陀仏」を唱えることで救われる)・５他力本願を主張 

     →混乱・旧仏教からの批判 →讃岐へ流罪・専修念仏禁止[1207：承元の法難] 
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    ・一度信心を起こして念仏すれば往生が決定する 
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  ☆鎌倉後期には、南宋・元より禅僧の渡来 

    34蘭溪道隆     1249来日  →35北条時頼が帰依  36建長  寺を開く 

    37無学祖元          1279来日  →38北条時宗が帰依  39円覚  寺を開く 
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(1260来日)、一山一寧
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(1299来日、夢窓疎石・虎関師練の師) 
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  ・"41只管打坐
し か ん た ざ

"…42公案よりも43坐禅を重視  ・権力者から離れる  ・地方武士の帰依 

    【主著】『44正法眼蔵
しょうぼうげんぞう

』    【宗派】45曹洞  宗[1227]  総本山：46永平  寺(福井) 

    ※弟子懐奘
えじょう

の『正法眼蔵随聞記』 

３年   組   番            . 



［Ｃ］題目系  …47天台宗から(日本で)発展 

③48日蓮  …安房国の漁村出身 

   ・49法華経の重視…50題目   (＝｢51南無妙法蓮華経｣)を唱える→現世が仏国土に 

   ・他宗排撃、辻説法 など  →他宗からの迫害、幕府の弾圧 

       <例> 四箇格言「念仏無間、禅天魔、真言亡国、律国賊」 

  【主著】『52立正
りっしょう

安国論   』    【宗派】53法華  宗(54日蓮宗)[1253]  総本山：55久遠
くおん

寺 

        内乱や他国の侵略を警告 56北条時頼に提出                (山梨) 

旧仏教の革新  ☆☆57戒律の重視 民衆の救済 新仏教(法然・親鸞・日蓮ら)との対立 

［Ｄ］58法然批判 59貞慶
じょうけい

  (解脱
げだつ

上人)…60法相宗再興 笠置寺(山城) 『興福寺奏状』(法然批判)を起草 

61高弁  (明恵
みょうえ

上人)…62華厳宗再興  63高山寺(京都栂尾
とがのお

) 『64摧邪輪
さいじゃりん

』(念仏反対論) 

［Ｅ］65律宗僧の 66俊 芿
しゅんじょう

(我禅)…泉涌寺
せんにゅうじ

(京都)  朱子学を伝える      

          活躍   67叡尊
えいそん

(思円)…68西大寺再興  真言宗を取り入れる(69真言律宗) 社会事業 

                70忍性  (良観)…叡尊の弟子  71鎌倉極楽寺  社会事業(架橋・救民など) 

                                72北山十八間戸   (らい病患者救済施設：奈良) 

☆鎌倉仏教の流れ(活躍時期) 

 旧仏教 禅宗系 念仏系 題目系 

①源平内乱期 貞慶 高弁 栄西 法然  

②承久の乱期 俊芿 道元 親鸞  

③元寇前後 叡尊 忍性 蘭渓道隆 無学祖元 一遍 日蓮 

神道 …神仏習合の理論化が進む 

 73本地
ほんじ

垂迹
すいじゃく

説（→文化５）…神に対して仏が優位 <例> 山王神道(天台宗系)、両部神道(真言宗系) 

  74反
はん

本地
ほんじ

垂迹
すいじゃく

説…仏に対して神を優位に  ※元寇の影響 

    <例>75伊勢神道(76度会
わたらい

神道)…77度会家行    (伊勢外宮
げくう

の神官、『類聚神祇本源
るいしゅうじんぎほんげん

』) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正誤問題練習 <大学入試センター2019年Ｂ追試験>   

Ｘ．貞慶は，戒律を尊重しながら南都仏教の興隆につとめた。 

Ｙ．親鸞は布教に際して，題目を唱えることで救済されると説いた。 


